
資料－４－２

川内川水系流域治水協議会

第5回協議会資料

川内川水系流域治水プロジェクト

行動計画 取り組み個表

～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～



【令和2年12月末撮影】

令和３年度 主な事業実施箇所 【川内川河川事務所】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

河道掘削、引堤整備、堤防
強化等

川内川河川事務所 1



令和３年度危機管理型水位計と簡易型河川カメラの設置 【川内川河川事務所】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化 水位計・監視カメラの設置 川内川河川事務所

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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令和3年度危機管理型水位計の設置 ４台

令和3年度簡易型河川カメラの設置 １台

日暮樋管（薩摩川内市 隈之城川）、新湯田橋（さつま町 川内川）
グランド橋（伊佐市 羽月川）、綿打橋（湧水町 綿打川）

令和4年度簡易型河川カメラの設置予定箇所 １台

日暮樋管（薩摩川内市 隈之城川）

えびの市役所（えびの市 長江川）



鶴田ダムＨＰに貯水率を表示 【鶴田ダム管理所】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

水位計・監視カメラの設置、防災
情報の提供等

鶴田ダム管理所

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

改良前 改良後

貯水率
42,4％

○鶴田ダムホームページに、新たに『貯水率』を表示できるように改良しました。

〇情報表示板への貯水率の表示を予定
・新たに『貯水率』を表示できるように改良します。
・表示開始のタイミングは洪水調節開始から終了まで（緊急放流中を含

む）を想定しています。
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出前講座・防災学習の実施 【気象庁】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災学習の推進 出前講座・防災学習の実施 気象庁

アドレス
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/
jma-el/dounigeru.html

「自らの命は自らが守る」
基本の知識を動画で学ぶ

自分の避難行動を
ワークシートに整理

みんなで意見交換して
自分の避難を再確認

約17分 約30分 約30～40分

〇 新しい生活様式でのオンライン学習に対応（教材は気象庁HPで公開）
〇 マイ・タイムラインの事前学習に最適
〇 個人学習だけでなく、自治会や学校などでも活用できる教材
〇 難しく考えず、気楽に取り組むことが可能

１時間の学習にピッタリ

一歩
進んで

Web会議でも実施できます

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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○ 森林整備事業

○ 治山事業

人工林の多面的機能

発揮のため、国有林の地

域別の森林計画に基づき、

間伐等に取り組みます。

地域住民の安全・安

心等を確保するため、国

有林の地域別の森林計

画等に基づき、谷止工等

の予防・復旧治山に取り

組みます。

間伐前後の様子（列状間伐）

谷止工設置前後の様子

森林整備による流出抑制対策 【林野庁 九州森林管理局北薩森林管理署】
治山施設整備による土砂流出抑制対策

3年度実績 4年度予定

間伐
保育間伐

677ha 937ha

新植 66ha 75ha

3年度実績 4年度予定

谷止工 8基 8基

山腹工 - 1ha

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期
氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすため
の対策

森林整備・保全、
治山施設の整備

森林整備による流出抑制対策 林野庁

治山施設整備による土砂流出抑制対策 林野庁

※事業量は北薩森林管理署、鹿児島森林管
理署、都城支署の流域内分です。

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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森林整備による流出抑制対策 【森林研究・整備機構 鹿児島水源整備事務所】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策 森林整備・保全 森林整備による流出抑制

対策 森林研究・整備機構

針広混交林 育成複層林

水源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない
箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
・川内川流域における水源林造成事業地は、263箇所（森林面積約3100ha）であり、流域治水に資する除間伐等の
森林整備を計画的に実施していきます。（令和３年度においては、約１２３haの森林整備を実施。）

川内川流域における水源林造成事業地

川内川流域

水源林造成事業地
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鶴田ダム（国）

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

麦
之
浦
川

えびの市

河川等災害関連事業（行動計画：1-1-1） 【鹿児島県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 洪水氾濫対策等 河川等災害関連事業 鹿児島県

Ｖ

海老川（R3.7月被災）

整備内容：堤防嵩上げ、護岸整備 等

浸水状況
（テレビ報道より）

■ 被災状況

○令和２年７月関係 百次川・勝目川（薩摩川内市），山野川（伊佐市）
○令和３年７月関係 海老川（さつま町）

整備内容：河道掘削、護岸整備 橋梁架替 等

山野川（R2.7月被災）

■ 被災状況

百次川・勝目川（R2.7月被災）

整備内容：堤防嵩上げ、護岸整備 等

■ 整備状況（百次川） ■ 整備状況（勝目川）
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洪水浸水想定区域の指定・公表
（行動計画：3-2-1） 【鹿児島県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減，早期復旧・
復興のための対策

土地のリスク情報の充実・
提供

洪水浸水想定区域の指定・
公表 鹿児島県

防災情報，避難体制の検
討・連携強化 水位計・監視カメラの設置 鹿児島県

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

河川監視カメラの設置
（行動計画：3-3-5） 【鹿児島県】

・ 令和３年の水防法の改正に伴い，洪水浸水想定区域の指定が洪水予報河川や
水位周知河川だけではなく，住家等の防御対象のあるすべての河川等に拡大さ
れた。

・ 新たに指定が可能となった河川について，洪水浸水想定区域図を作成・公表
し，水害リスク情報空白域の解消を図る。

浸水想定区域図（仙台河川国道事務所）
赤×印は被害発生位置

洪水浸水想定区域外で浸水被害があった事例

洪水浸水想定区域の設定がなく，

水害リスクが示されていないエリア（水
害リスク情報空白域）

洪水浸水想定区域図のイメージ

R3設置箇所（春田川）

監視カメラの設置

量水標の設置

春田川のカメラ画像（テスト版）
※今年の出水期までの公表に向け準備中※
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【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策等 河道掘削、樹木伐採 宮崎県

河川整備箇所 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

○土砂堆積等による流下阻害で洪水氾濫が生じないよう、樹木伐採や河道掘削を実施している。
○次年度以降も、他の河川も含め５か年加速化対策において引き続き実施していく。

Ｒ３年度実績：【実施河川】４河川 【事業費】約５千万円 【河道掘削】約６．４千㎥

上流域・小林土木事務所管内

令和３年度実施箇所

長
江
川

池
島
川

実施前 実施後

西
境
川

実施前 実施後
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宮崎県

○流域における荒廃地域の保全を行うとともに、下流河川の河床上昇を防ぎ、土砂流出による災害から
人命等を守ることを目的として砂防堰堤の整備を実施する。

実施地区：斧研谷川２、大河平谷川、永迫谷２
川内川上流域

【施工イメージ】

【位置図】

ながさこたに に

よ き と き た に が わ に

お こ び ら た に が わ

いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

10
区分 対策内容 実施内容 事業主体

工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策
いのちとくらしを守る土砂災
害対策の推進

宮崎県 10

土砂・洪水氾濫対策検討予定箇所
（川内川上流域）
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区分 対策内容 実施内容 事業主体

工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

森林の整備・保全、治山施設
の整備

森林整備による流出抑制対
策 等

宮崎県

○取 組 名 河川上流域（民有林）における防災・保水機能を発揮させる森林整備・治山対策
○事 業 名 森林整備事業・治山事業
○取組状況 再造林、保育(下刈り、間伐等)、治山ダム、山腹工等

荒廃森林（裸地化）

樹木成長 下層植生繁茂

【流域治水への事業効果等】
（保水機能効果）

荒廃した人工林を間伐することにより、
土壌の孔隙量が増え、保水機能が向上する。

（防災・減災効果）
間伐等の適切な森林整備により、下層植生が繁茂し、

降雨に伴う土砂流出を抑制するほか、流木の流出等に
よる被害を防止する。
伐採後の速やかな再造林により、裸地化による水土

保全機能の低下を防止する。
治山ダムや山腹工により土砂や流木等の流出を防止

するとともに保安林の整備により、森林の水源涵養機
能や洪水緩和機能等を発揮させる。山腹工による土砂流出防止対策

着手前

完 成

保安林整備による根茎発達

【川内川流域の森林の状況】 （えびの市）
森林面積： ２０，２３５ha
国有林： １０，８１１ ha
民有林： ９，４２４ ha

【川内川流域の森林保全･整備の実施状況】
（令和２年度）
再造林 ： ４３ha 渓間工 ２箇所
下刈り ： １００ha
除間伐 :       ５６ha

川内川水系に係る
民有林の分布状況
（宮崎県えびの市）

流木及び土砂を捕捉した治山ダム

森林整備による流出抑制対策 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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雨水貯留施設の検討・整備（ほ場整備等による機能向上等） 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

川内川

川内川

東原田地区🚁🚁
現在の状況で西
側より撮影

🚁🚁

東原田地区飯野麓東部地区

亀沢地区

○ ほ場整備により農地の区画拡大を実施する中で排水桝(ます)や排水路を整備し、水田がもつ貯留機能を向上
○ 用排水路を整備することで山腹からの雨水をスムーズに排水し、周辺地域の被害を軽減

ほ場整備：２箇所

用排水路の整備：１箇所

･･･川内川水系河川区域多面的機能支払制度を活用した支援

農業農村整備事業【位置図】

農業農村整備事業を計画的に実施し、農業の多面的機能を発揮

実施内容 受益面積 地区名 備 考
ほ場整備 58.0ha 東原田、飯野麓東部(R5) R2～

用排水路整備 38.6ha 亀沢（R5) R5～
(※R3事業管理計画より)

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流域の雨水貯留機能の向上 雨水貯留施設の検討・整備 宮崎県
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要配慮者利用施設管理者を対象とした避難確保計画作成に係る支援の取組み 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災学習の推進 出前講座・防災学習の実施 宮崎県

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

○要配慮者利用施設管理者への支援として、県関係各課職員等が講師となり、避難確保計画作成に係る
講習会（オンライン方式）を開催。（令和３年11月：県内全域を対象，271施設が参加）
○講習会では、法改正内容や水害・土砂災害リスク等の避難確保計画作成の必要性や、避難確保計画作
成のポイント等について、詳しく解説した。

開催状況（R3.11.15） 説明資料（抜粋）
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未策定区間の浸水想定区域図作成 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

土地のリスク情報の充実・提
供

未策定区間の浸水想定区域
図作成

宮崎県

○洪水浸水想定区域図の未作成河川について、令和７年度までに浸水想定区域図を作成し、
水害リスク情報空白域を解消していく。

○作成した洪水浸水想定区域図データを提供する。

水害リスク情報の空白域

洪水浸水想定区域図のない水害リスク情報空白地帯の解消

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

川内川水系（宮崎県管理）
21河川の内、20河川が未作成の区間あり

作成後は、えびの市へデータ提供
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出前講座・防災学習の実施 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災学習の推進 出前講座・防災学習の実施 宮崎県

○宮崎県では、土砂災害から命を守るための啓発活動の充実を図るため、県内各地で地域防
災の中心的な役割を担う自治会長等を対象にした「土砂災害防止講座」を実施している。

○今年度は、えびの市にて講座を開催し、６４名の参加があった。

出前講座の内容

土砂災害防止講座 実施状況写真 （R3.6.7）

土砂災害から身を守るための対応を３つのポイントに分けて説明

避難の方法などについて実際の災害事例を踏まえて説明

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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ため池マップの公表 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

土地のリスク情報の充実・提
供

ため池マップ公表 宮崎県

【経緯】
今後のため池対策の進め方に基づく緊急時の迅速な

避難行動につなげる対策のひとつとして、ため池の位置
等を住民に知っていただくため、宮崎県内の防災重点た
め池マップを作成。

【防災重点ため池とは】
決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在

し、人的被害を与えるおそれのあるため池。

● ･･･防災重点ため池

農業用ため池マップの公表について

(令和３年４月末時点)

農業用ため池（黒岩ため池）

ＱＲコ－ド

【農業用ため池マップ】

県道

農業用ため池の総数 うち、防災重点ため池
657箇所 410箇所

H25県土整備部
砂防課撮影

ため池マップには、
ため池名、所在地、
貯水量、緊急時の連絡先を掲載

（イメージ）

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し 【薩摩川内市】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

災害リスクを考慮した立地適
正化計画の策定・見直し

薩摩川内市

浸水高さ

高さの低い土地等において、「地区計画」による土地利用に関するルール作りを行
い、浸水被害を受けにくい家屋等の建築を誘導。

・立地適正化計画へ災害リスクを考慮した、防災まちづくりの将来像や目標等を明確にする「防災指針」を位置付けるた
めの検討を実施していく。

・災害リスクを軽減又は回避するための対策案として、「地区計画」によって土地利用に関するルール作りを行うことや、
周辺に高台がなく避難が困難な地区については垂直避難施設を設置することも含め検討。

※対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

浸水エリア
立地適正化計画

検討の結果、対策困難な地区の災害リスクを
回避する方策として、居住誘導区域を除外す
る事や長期的には災害リスクが低い地区へ
の移転を誘導していくことも検討する。

区域内の災害リスクを分析・課題抽出し、
必要なハード・ソフトの対策を検討し、
「防災指針」として位置付け、それを基に
持続可能なまちづくりを図る。

都市機能誘導区域

居住誘導区域

最大浸水深3.0～5.0m未満

最大浸水深0.5～3.0m未満

対策案の例

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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関係機関における防災情報連携の強化（防災情報ＨＰの充実、情報の一元化等） 【薩摩川内市】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧のた
めの対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

関係機関における防災情報
連携の強化（防災情報ＨＰ
の充実、情報の一元化等）

薩摩川内市

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

○ 災害情報発信の強化 ●令和３年８月１３日 配信開始
登録目標：令和３年度１０，０００人
令和４年２月１４日：１０，３８３人登録

●令和３年６月３日「ＶＡＣＡＮ」避難所空き情報発信 （１９１箇所）

●関係機関１５ＨＰ公表
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身近な公民館等に避難する仕組みづくり（自主避難態勢の整備・強化） 【さつま町】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

地域住民における自主防災
組織等の強化 さつま町

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

R6作成 配布

19

事前に予期困難な線状降水帯発生による避難
及び町が発令する避難指示等の有無に関わらず、
住民が安全で身近で避難容易な施設を自治会及
び自主防災組織が自らの判断で開設する、「届
出避難所」の推進

コロナ感染拡大による３密回避、また地震の余
震をおそれ、やむを得ず避難所内に避難するこ
とが出来ない「車中泊避難者」に対応するため、
町の指定避難所の駐車場利用に努めて頂くこと
により、トイレ使用の他、浸水等被害情報提供、
必要な生活関連物資の提供等に配慮する。

① 届出避難所の推進 ② 車中泊避難者への対応

登
録

要
綱

自
治
会
等

施
設
安
全
点
検

施
設
登
録申請

施
設
判
定

標識
設置

告示

推進の流れ 対応の流れ

車
中
泊
避
難
者

届出

避
難
所 把握

・
通報

対
策
本
部
等

・トイレ使用
・情報物資等提
供
・注意喚起

（エコノミー症候
群） 報告

地域防災計画へ反映
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川内川水系流域に住む外国人向け防災教室 【さつま町】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策 防災学習の推進 川内川水系流域に住む外国

人向け防災教室 さつま町

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

●目 的

・さつま町の災害の特徴や外国人への情報伝達を学ぶ。

・在住外国人へ防災教育を実施することで能力の向上を図り、防災意識の高揚を図る。

●時 期

○ 基礎講座 令和３年１０月３１日（日）

内容：日本とさつま町の災害、防災バックについて、段ボールベッドの作成

○ 実践チャレンジ 令和３年１１月７日（日）

日本人と一緒にさつま町のハザードマップ確認、防災に役立つ工作体験等
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総合的な内水対策の検討 【伊佐市】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

氾濫域での対策 総合的な内水対策の検討 伊佐市

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

大雨時に内水氾濫が発生する地域の樋門付近に緊急内水対策車配備及び水中ポンプを設置し、内水を汲みあげる事で
内水氾濫を防止する。

国（要請） 市

配備箇所
緊急内水
対策車

設置箇所
10吋ポンプ

（市所有）
8吋ポンプ
（リース）

発電機
（リース）

設置・撤去
委託

ポンプ操
作員

令和3年度 （3） （3） 9 7 12 14 業者
職員及び
一部業者

令和4年度 （3） （3） 15 10 22 23 業者
職員及び
一部業者

増減 0 0 6 3 10 9

≪国≫緊急内水対策車配備状況

≪国≫緊急内水対策車排水
状況

具体的内容
大雨時に河川の水位が上昇すると、河川から水路への逆流防止のため水門閉操作をする事により内水が河川に流れず内水氾濫が発生する。
そこで、樋門付近に緊急内水対策車配備及び内水対策用ポンプを設置し、水門閉操作時にポンプを稼働させ内水を河川へ流し内水氾濫を防止する。

≪市≫ポンプ設置状況

≪市≫ポンプ排水状況

内水氾濫状況 Ｒ3.7豪雨 住宅浸水箇所
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土地のリスク情報の充実・提供 【湧水町】

湧水町防災マップの作成

平成27年度の作成から５年以上経過。近年の多様化・長期化する
災害に対応するべく，防災学習のページを充実。いざというときに
携行しやすいよう，A4判冊子タイプで作成。
防災マップの配布で終わらせるのではなく，自らの災害リスクを知
り，どのタイミングで，どのような避難行動が必要かを日常的に考
えることができるよう，「マイタイムライン」を掲載。

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

土地のリスク情報の充実・
提供 ハザードマップ作成 湧水町

マイタイムラインハザードマップ

R3作成

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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地域住民における自主防災組織等の強化 【えびの市】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

地域住民における自主防災
組織等の強化 えびの市

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

【取り組みの内容】
〇えびの市では、市内各地区の自主防災組織と連携して防災訓練等を実施し、防災知識の普及・啓発に取り組んでいる。
○避難訓練や災害図上訓練等の防災訓練を通して、地域の特徴や危険箇所を把握し、洪水・土砂災害等に関する防災意識の

向上を図っている。また、防災講座により防災に対する理解と関心を深め、地域防災力の向上に繋げている。

○避難訓練
防災行政無線による緊急避難放

送で自治会員へ避難を呼びかけ、
その後、各班長が避難してきた自
治会員の安否確認を行った。また、
避難行動要支援者の協力者によ
る避難要領の確認を行った。

○防災講座
市内の近年の災害状況及び、自

主防災組織の必要性と活動内容
について講話を行った。

○災害図上訓練
普段気付かない地域の特性

等を図面上で確認することに
より、今後の自主防災活動及
び日常生活の中で、災害発生
時、取るべき行動等について
確認を行った。また、災害時支
援を必要とする方への対応に
ついて検討を行った。

前田自治会

加久藤麓自治会

西郷自治会

南岡松自治会
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